
  

教職員用 



●毎朝、検温（基準は、平熱＋1度）と健康のチェックを行い、
体調が悪いときは無理をせず休む。

●屋内外に関わらず、三つの密を徹底的に回避する。
●人との間隔はできるだけ空ける。
●バランスの良い栄養、十分な睡眠時間、適度な運動を行う。
●こまめな手洗い、手指消毒、咳エチケットを徹底する。
●教室ではマスクを着用する。

●マスクを着用していない学生に対しては、保健館に行くことを指示する。
なお、体育スポーツおよび演劇関係での授業でのマスク着用に関しては
別途指示する。

●設置場所（各建物の入り口）に配置している消毒液で、手指消毒の指示を徹底する。
●学生が微熱や咳が出るなどの症状がある場合は、
直ちに保健館に連絡するよう指示する。

●教室の換気は、常時換気することを原則とする。ただし、常時換気することが
できない場合は、30 分に1回以上、数分間程度、２方向の窓や扉を同時に開けて
換気を行うこと。また、エアコン使用時には常時換気をするか、必要に応じて
窓・扉の開け幅等を調整して換気を行うこと。

下記の事由の場合は、学生を欠席とはしない。
●医療機関等において新型コロナウイルスに感染していると診断された場合
●感染者の濃厚接触者と特定された場合
●風邪の症状（発熱、咳、強い倦怠感）による体調不良の場合
●日本の入国制限などにより授業開始日までに入国できない場合
●感染症危険レベルが２以上の地域からの帰国者等に該当し、
授業等を欠席する必要がある場合

●ワクチン接種もしくは副反応等の症状が改善した後、
ワクチン接種済証等のコピーを添付して欠席届を提出した場合

（教職員用）
基本的ルール

学生の欠席取扱いルール

対面式授業の教室ルール


